
2016 年 11月 11日 インターソフト 技術セミナー概要 

 

1. SIMetrix 基本的使用方法の習得 ～SiC パワ・デバイスを題材として～ 

10：00-12：00       鎌田 厚 

本セミナーでは、SIMetrix の入門編にあたる基本的操作方法について解説します。その題

材として、昨今、Si パワーデバイスに替わる次世代パワーデバイスとして注目されている

SiC-パワーデバイスを取り上げます． 

具体的には、Rohm 社より公開されている SiC－SBD 及び SiC-MOSFET の SPICE Device 

Model を使用します。その対象デバイスの電気的特性を、SIMetrix 上にて、仮想的に測定

（シミュレーション）します。この仮想的な測定を通じて、基本的操作方法の習得を図り

ます。シミュレーション結果と公開されているデータ・シートとの比較を行う事により、

その Device Modelの妥当性を検証します。 

当日は以下の目次に沿って進めます。 

1.  SiC-SBD及び SiC-MOSFETの SIMetrixへのモデルの組み込み 

2. SiC-MOSFETの DC 特性（IDVDS，Ron，IGVGS，ｇFS） 

  DC 解析（DC Sweep Analysis Mode） 

3. R負荷スイッチング特性 

過渡応答解析（Transient Analysis Mode） 

4. ゲート電荷量特性（Qg) 

過渡応答解析（Transient Analysis Mode） 

5. L負荷スイッチング特性(di/dt） 

過渡応答解析（Transient Analysis Mode） 

6. 自己発熱モデル（ΔVF） 

過渡応答解析（Transient Analysis Mode） 

7.  SiC-SBDの容量特性 

小信号解析（AC Analysis Mode） 

8. 附録：オリジナル シンボルの作成 

尚、ノイズ解析、伝達関数については時間の関係上、割愛致します。 

 

2. DC/DC コンバータ入門              12：50～14：50   荒木 邦彌 (1)  

スイッチング電源回路の設計と評価には，広い知識と独特のノーハウが必要です。スイ

ッチング電源回路が，動的システムであること，非線形回路を多く含むこと，時定数の範

囲が非常に広いスティフなシステムであるなどの特徴によるものです。 

本セッションでは，SPICE系のシミュレータ“SIMetrix”とスイッチング電源のシミュレ

ーションに最適な“SIMPLIS”を組み合わせて使い，代表的な DC/DC コンバータの基本的な

特性と特徴の評価法を紹介します。  

●代表的なコンバータ トポロジー 



・昇圧コンバータ    ・昇圧コンバータ    ・昇降圧コンバータ  

●電圧モート・コンバータとその特徴 

●電流モード・コンバータとその特徴 

・低調波発振とスロープ補償 

●電流連続モードと（CCM）と電流不連続モード（DCM）  

●スイッチング素子の電力損失のシミュレーション 

●DC/DC コンバータの周波数応答 

・線形システムの周波数応答       ・最少位相推移系と過剰位相推移系      

・各種コンバータの周波数数応答    ・コンデンサの ESRの影響 

 

3. スイッチング（D級）パワーアンプ設計法入門      15:00～16:50  荒木 邦彌 

 オーディオ用をはじめとするパワーアンプは，電力変換の高効率化，小形化，ローコス

ト化を目的としてスイッチング化（D級化）されています。しかし，従来のA級，AB級，B級

リニアパワーアンプに比べ，回路は複雑で，回路方式も多数あり，要求仕様に対する方式

の選択，設計の最適化には多ノーハウを必要とします。 

その構想設計と設計の最適化の検証に威力を発揮するのが回路シミュレータです。

“SIMPLIS”はスイッチング回路を含むシステムのAC解析を高速に実行でき，D級パワーア

ンプのシミュレーションに最適です。 

 本セッションでは，回路シミュレータ”SIMetrix/SIMPLIS” を使ったPWM方式D級パワー

アンプの設計法を紹介します。 

●PWM－D級パワーアンプの構成 

●PWM電力変換部の各種方式 

○各種変調方式の特長 

・自励発振式・三角波変調とのこぎり波変調の違い 

○主回路のトポロジーと変調スペクトル・ハーフ・ブリッジとフル・ブリッジ 

○ハーフ・ブリッジのパンピングとその対策 

○出力形態 

・電圧モードと電流モード 

●制御部 

○制御部の目的 

○一巡伝達関数  ・位相余裕  ・ゲイン余裕 ・ゲインクロス周波数   

位相クロス周波数 

○状態フィードバック 

○PI制御 

 

受講者には，演習用シミュレーション ファイルを事前に配布いたします。 

 (1) 理化学研究所 香取量子計測研究室      

元 (株)NF回路設計ブロック 技術担当常務取締役 


